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2022 年 11 月 7 日 

各 位 
  会 社 名 H.U.グループホールディングス株式会社 

代 表 者 名 代 表 執 行 役 社 長  竹 内  成 和 
コード番号 4 5 4 4 東証プライム市場 

 
 

富士レビオ・ホールディングスによる Fluxus 社の買収に伴う 
超・高感度検出技術の取得と新たなプラットフォームの開発強化について 

 

 

当社の連結子会社である富士レビオ・ホールディングス株式会社（代表取締役社長：石川 剛生、本社：

東京都新宿区）は、このたび、Fluxus, Inc.（CEO：Peter Wagner、所在地：米国カリフォルニア州、以下

「Fluxus 社」）を買収しましたのでお知らせします。本買収にかかる株式取得金額は非公開になります。 

 

Fluxus 社は、2016 年に米シリコンバレーにて設立されたバイオテクノロジー領域におけるイノベーシ

ョン型の企業です。富士レビオグループは、2017 年に同社と共同研究を開始し、超・高感度検出技術を用

いた診断薬プラットフォームの開発を進めてきました。この超・高感度検出技術を用いることにより、ア

ルツハイマー病、がん、感染症をはじめとした領域等において、新たな臨床的意義を創出することが期待

されます。 

 

本買収により、富士レビオグループは、全自動化学発光酵素免疫測定システム「ルミパルス®」の機能を

補完・進化すべく、Fluxus 社と開発中の超・高感度検出技術を取り込んだ形で次期プラットフォーム開発

を加速させます。同時に、次期プラットフォームで用いられる臨床的意義の高い試薬開発のラインアップ

拡大も目指します。さらに、富士レビオグループでは、グローバル戦略として位置づけている CDMO
（Contract Development and Manufacturing Organization）戦略を通じ、超・高感度検出に関わるコア技術、

当該技術を用いた製品、さらには、それに対応した試薬を世界中の診断薬企業に提案・供給することを目

指します。 

 

＜Fluxus 社の概要＞ 

名称   ：Fluxus, Inc. 
所在地   ：米国カリフォルニア州 
代表者の役職・氏名 ：President & CEO Peter Wagner 
設立年   ：2016 年 
株式の種類  ：非上場 
従業員数  ：約 20 名 
当社との関係  ：富士レビオグループと超・高感度検出技術を用いた診断薬 

プラットフォームの開発を実施 
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【本件に関してのお問い合わせ先】 

＜メディア関連の方＞ 

 広報/サステナビリティ部 広報課   TEL：03-6279-0884 e-mail：pr@hugp.com 

＜投資家・アナリストの方＞ 

 IR/SR 部  TEL：03-5909-3337 e-mail：ir@hugp.com 
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